
閣議及び閣僚懇談会議事録 

開催日時：平成３０年２月２０日（火） ８：２９～８：３５ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

野 田 聖 子 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

上 川 陽 子 国務大臣（法務大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（外務大臣） 

林   芳 正 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣，内閣府特命担当大臣） 

齋 藤   健 国務大臣（農林水産大臣） 

世 耕 弘 成 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

石 井 啓 一 国務大臣（国土交通大臣） 

中 川 雅 治 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

小野寺 五 典 国務大臣（防衛大臣） 

菅   義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

吉 野 正 芳 国務大臣（復興大臣） 

小此木 八 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

松 山 政 司 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

梶 山 弘 志 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

鈴 木 俊 一 国務大臣 

欠 席 者：江 﨑 鐵 磨 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：西 村 康 稔 内閣官房副長官 

野 上 浩太郎 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

横 畠 裕 介 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件   ５件 

○国会提出案件  ２３件 

○法律案   １件 

○人事   ２件 

  いずれも，案件表のとおり，決定，了解となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。

まず，閣議案件について，野上副長官から御説明申し上げます。

○野上内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，「日米地位協定」

第２条に基づく，米軍使用施設・区域の共同使用等について，御決定をお願いいた

します。今回の案件は，航空自衛隊及び米空軍が飛行場被害復旧訓練等を実施する

ため，沖縄県中頭郡の「嘉手納弾薬庫地区」を共同使用するもの等，計１０件であ

ります。

  次に，「東日本大震災七周年追悼式当日における弔意表明」について，御了解をお

願いいたします。本件は，追悼式当日である３月１１日には哀悼の意を表するため，

各府省において弔旗を掲揚するとともに，各公署，学校，会社等においても同様の

措置を採るよう協力をお願いするものであり，また，国民各位に対しては，追悼式

中の午後２時４６分に黙とうを捧げるよう協力をお願いするものであります。 

  次に，質問主意書に対する答弁書２３件について，お手元の資料のとおり，御決

定をお願いいたします。 

  次に，法律案について，御決定をお願いいたします。「気候変動適応法案」は，気

候変動への適応を推進するため，政府による気候変動への適応に関する計画の策定

等の措置を講ずるものであります。 

  次に，人事案件について，申し上げます。まず，森田祐司を検査官に任命するこ

とについて，御決定をお願いいたします。 

  次に，水津武外１６４名の叙位又は叙勲について，御決定をお願いいたします。 

  次に，件名外案件について，申し上げます。「円借款の供与に関する書簡」をエジ

プト，国際開発協会及び国際復興開発銀行との間にそれぞれ交換することについて，

御決定をお願いいたします。エジプトとの書簡は，「学校支援プログラム」に約１８

６億円を，国際開発協会との書簡は，「第１８次増資」に約２，９２４億円を,国際

復興開発銀行との書簡は，「国際譲許的融資制度の枠組みを通じた支援」に１，００

０億円を,それぞれ限度とする円借款を供与することについて，取り極めるもので

あります。なお，書簡交換の日は，エジプトが明日，国際開発協会及び国際復興開

発銀行が２２日であり，それまで不公表といたしたいので，御了承をお願いいたし

ます。 

○菅国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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平成30年 

２月 20日 

◎一般案件

 ○「日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び

安全保障条約第６条に基づく施設及び区域並びに

日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定」

第２条に基づく施設及び区域の一部返還，共同使

用，追加提供及び新規提供について（決定）

（防衛省）

〃 ○東日本大震災七周年追悼式の当日における弔意表

明について（了解）       （内閣府本府）

◎国会提出案件

1. 衆議院議員亀井亜紀子（立憲）提出竹島問題

に関する質問に対する答弁書について

（決定）           （内閣官房）

   ○ 1. 衆議院議員青山雅幸（無）提出包括的及び先

進的な環太平洋パートナーシップ協定（仮称）

に関する質問に対する答弁書について

（決定）             （同上）

1. 参議院議員山本太郎（希会）提出安倍首相の

憲法改正の必要性を述べた答弁に関する質問

に対する答弁書について（決定）  （同上）

1. 衆議院議員高井崇志（立憲）提出遊技機の不

公正販売への対策のあり方に関する質問に対

する答弁書について（決定）

（公正取引委員会）

1.衆 議 院 議 員 高 井 崇 志 （ 立 憲 ） 提 出 い わ ゆ る

「みなし機」の規則改正以後の取り扱いに関

する質問に対する答弁書について（決定）

（警察庁）

1. 参議院議員山勇一（民進）提出賭博及びギ

ャンブル等の定義及び認識に関する質問に対

する答弁書について（決定）    （同上）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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1. 衆議院議員逢坂誠二（立憲）提出資金決済法

でいうみなし仮想通貨交換業者に関する質問

に対する答弁書について（決定）（金融庁）

1. 衆議院議員早稲田夕季（立憲）提出「町村総

会」にかかる地方自治法の合憲性に関する質

問に対する答弁書について（決定 )( 総務省）

1. 衆議院議員逢坂誠二（立憲）提出「北朝鮮」

を核保有国であるとした安倍総理の答弁に関

する質問に対する答弁書について（決定）

（外務省）

1. 参議院議員小川勝也（民進）提出私立幼稚園

への支援拡充に関する質問に対する答弁書に

ついて（決定）       （文部科学省）

1. 参議院議員小川勝也（民進）提出幼稚園にお

ける２歳児受入れに関する質問に対する答弁

書について（決定）        （同上）

1. 衆議院議員池田真紀（立憲）提出札幌市の集

合住宅の火災に関連して，高齢者や低所得者

の住まいの防災対策に関する質問に対する答

弁書について（決定）    （厚生労働省）

1. 衆議院議員池田真紀（立憲）提出生活困窮者

自立支援法における安心・安全な居住支援に

関する質問に対する答弁書について（決定）

（同上）

1. 衆議院議員初鹿明博（立憲）提出裁量労働制

で働く労働者の方が労働時間が短いデータが

あるという答弁に関する質問に対する答弁書

について（決定）         （同上）

1. 衆議院議員初鹿明博（立憲）提出美容業にお

ける業務委託契約に関する質問に対する答弁

書について（決定）        （同上）

1. 衆議院議員山井和則（希望）提出裁量労働制

が適用される営業職の人数に関する質問に対

する答弁書について（決定）    （同上）
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     1. 参議院議員松沢成文（希党）提出安倍総理の  
東欧訪問とたばこの規制に関する世界保健機  
関枠組条約締結国の責務に関する質問に対す  
る答弁書について（決定）  （厚生労働省）  

     1. 参議院議員小川勝也（民進）提出幼稚園教諭  
及び保育士の免許・資格制度の在り方に関す  
る質問に対する答弁書について（決定）  

     （同上）  
     1. 衆議院議員城井崇（希望）提出東シナ海にお  

けるタンカー衝突事故に関する質問に対する  
答弁書について（決定）   （国土交通省）  

     1. 衆議院議員青山雅幸（無）提出中部電力浜岡  
原子力発電所の新規制基準適合性審査に関す  
る質問に対する答弁書について（決定）  

（原子力規制委員会）  
1. 衆議院議員逢坂誠二（立憲）提出トランプ大  

統領の実施しようとしている軍事パレードに  
対する政府の方針に関する質問に対する答弁  
書について（決定）       （防衛省）  

     1. 衆議院議員城井崇（希望）提出陸上自衛隊目  
達原駐屯地所属ヘリコプターの墜落事故に関  
する質問に対する答弁書について（決定）  

     （同上）  
1. 衆議院議員照屋寛徳（社民）提出北谷城と日  

米地位協定の環境補足協定に関する質問に対  
する答弁書について（決定）    （同上）  

 

          ◎法律案  
   ○気候変動適応法案（決定）      （環境省） 

 

      ◎人  事 

   ○森田祐司を検査官に任命することについて 

（決定） 

 〃  ☆元郵政技官水津  武外１６４名の叙位又は叙勲に 

ついて（決定） 

 

〔○署名あり  ☆署名なし〕 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  
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平成 30 年 

２月 20 日 

◎一般案件

1.円借款の供与に関する日本国政府とエジプト・

アラブ共和国政府との間の書簡の交換

○ 1. 円借款の供与に関する日本国政府と国際開発

協会との間の書簡の交換

1. 円借款の供与に関する日本国政府と国際復興

開発銀行との間の書簡の交換

について（決定） （外務省） 

〔○署名あり ☆署名なし〕

 件 名 外 案 件 （ 火 ）

資 料
あ り
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